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〈資料〉

技術進歩と生産関数一司文献展望一一

小林好 宏

は じ め に

本資料は技術進歩と生産関数に関する最近の文献を整理し，簡単な展望を

試みようとするものであるが，主たる目的は内外のこの分野に関する文献を

整理し，この方面の研究を行なう方々に若干なりとも利用していただく点に

ある。

近代経済学における技術進歩の理論的分析の最も古典的なものは， ピグー

の厚生経済学における技術進歩がもたらす厚生への効果の議論や， ヒックス

の『賃金論J[193Jにおける発明の分類であるO その議論の焦点は発明の性

質が相対的な所得の分け前にどのような変化を与えるかという点にあったわ

けで，これは技術進歩と所得分配との関連の問題であった。

技術進歩がもたらす経済効果としては，古典的には雇用への効果が重視さ

れた。マノレクスの産業予備軍の理論は技術進歩という概念を明確に定義づけ

て失業と結びつけたとは必ずしもいえないが，資本の有機的構成の高度化と

失業の問題を論じている場合に，いわゆる技術進歩に照応する問題が含まれ

ていたといえるだろう。この種の問題は近代経済学の領域では，たとえばJ.

ロビンソンの雇用の理論の中にも含まれているし， P.シロスラビーニ [447J

の中では，真正面から論じられている。しかしこんにち失業問題それ自体

が経済問題として若干影が薄れつつあることもあって，技術進歩と雇用の関

係は最近ではあまり重視されているとはし、えなし、。

技術進歩をめぐる議論が急に活発になり出したのは，新古典派成長理論の

展開と軌をーにしている。これはまた同時に新古典派的な生産関数の理論的

彫琢を伴なっている。わが国においてもこの種の研究は盛んである。しかし，
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技術進歩の分類をめぐるこまかな議論が先行し，いったし、伺故そのような分

類が必要で‘あるのかといった問題そのものが自覚されていないような論文も

少なくなし、すでに述べたように， ヒッタスの発現の分離は，それが椴対的

分官官の変化に与える影響を明らかにしようという問題意識のもとで為されて

いる。新古典派成長五五論では，均衡成長が問題にされ多その均衡軽路にある

状蟻は，中立蔀な技術進歩とき集合的であるo したがって中立的技術進歩は，

均衡成炎にとっていはば前提として与えられ，中立的技術進歩の性格をめぐ

って，ヒッグス的中立，ハロッド的中立 [187J，それに新しくはソ P …的中

立 (430Jの概;念がそれぞれ比較鱗じられるようになった。発明の分類に関

しては， J.ロビンソンの分毅 [366J もまた議視されねばならない。

新古典派成長理論のやに位置づけられる技術進歩の問題は，技術進歩の絞

済効果に露点がおかれているのではなく， j均衡成長との懇合性が問題になっ

ているといっていい。し、し、かえれば，安定均衡成長の条件のーっとして，中

立信技術進歩がとりあげられている。このような観点から中立性を吟味した

のは，おそらく ]. E. ミード (306)がきっかけであろう。これとは若干

J.J1jな観点から中立的技術進歩の定畿なめぐって吟味をしたのは C.ケネデ 4

(238J (239J [240J (241] り A.プシマコブ担ス (20J やアシマコ

ヅロスと J.C. ウ品ノレドン [21Jなどの議論へとつながる。 1960年代は新

古典派の時代とさえいえる。新宮典派成長線論のきっかけは1956年の R.M.

ソロー (429Jであり， このソ口ーは翠年， アメリ JJを対象にした技術譲歩

の計舗を行なった結果を発表した (430J。これもまた一つの歯期的業畿であ

ったということができる。 ミードの成炎理言おとおなじ年 (1961)に，ア p …，

チ品ナリ…， ミーナス， ソ持{のCES生産関数が提示された (18J。これ

をきっかけに生産関数をめぐる議論も衣

食淑識の舞台装霞は出樋っ

と盛んになり舎新方典派の成

新合典派の成長理論に対しては，イギリスケンブリッジからの説判があ

る。特に資本の測定時題等をめぐっては，強い批輔が出される。しかしそれ

に反論して種々な工夫がなされ，ソ出…の r'f1 ンテ…ジモデノレ (436J やア
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ローのラーユング・パイ・ドヮーイング [15Jの議論が登場する。ヨハンセ

ンの事前的に代替可能事後的に代替不可能な生産関数 [208J も，完全な代

替可能性を前提にした新古典派的生産関数の一つの修正と見倣すことができ

る。

最近の技術進歩をめぐる議論は，より厳密な技術進歩の測定問題や，研究

開発，数育問題等と結びつけた議論，あるいは産業組織と技術進歩をめぐる

議論などへと発展している。

新古典派の成長理論と技術進歩，生産関数の関連については，あるていど

教科書的に議論が定着しており， R. G. D.アレンのテキスト [9Jは，そ

れらの適切なまとめになっている。

最初に述べたように，木稿は文献目録の作成と簡単な展望を目的にしてい

るが，すでに技術進歩と生産関数をめぐる展望論文には， c.ケネディと A.

P.サールウォーノレのもの [244Jがあり，わが国では辻村江太郎・渡部経彦

[130Jがある。本稿では，欧文についてはケネディ等の展望論文に加えてそ

れ以後出た論文を収録した。また邦語文献については，辻村・渡部の展望論

文以後約6年の聞に出されたものをできるだけ網羅している。なお，辻村・

渡部の展望論文に収録されている欧語文献で，ケネディとサーノレウォーノレに

収録されていないものも加えている。

日本の雑誌に載った欧文論文は外国語文献とー諸にしている。特に邦語文

献については， u経済評論』に毎号掲載されている文献目録からの拾い出し

作業を行なったが，見落しもかなり多いのではないかと恐れる。また，収録

した論文は，ヒックス [193Jやロビンソシ [366Jのような古典を除いて，

1950年代以後のものに限定している。これらの文献すべてについて眼をとお

すことは至難の技であり，充分な展望にはなっていないが，主な論文、につい

てはいちおう眼をとおし技術進歩をめぐる主要な問題点を整理してみた。

以下，若干内容にたちいって展望しよう。

1. 概念の整理

技術進歩をめぐる問題は，ケネディとサールウォーノレ [244J によれば基
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本的には次のこつである。第 1は，技術変化の効果にかかわる問題であり，

第2は，技術それ自身の変化に関連する問題であるo 第 1は，成長過程にお

ける技術進歩の役割り等をめぐって盛んにとりあげられる。第 2の問題は生

産活動に利用される有用な知識を技術 technologyと定義するなら，その技

術それ自身の変化に関連する問題である。これは研究開発とか，発明，新知

識の生産過程への吸収といった問題に関連をもっている。

さしあたり第 1の問題に限っていうと，技術進歩は 1人当り所得の増大に

よってか，あるいは選択しうる財の範囲の拡大や彼のレジャーの増大を通じ

て人々の経済厚生を改善する知識の進歩を意味している。このような技術進

歩を量的に表現するなら，結局，最も本質的な性格は同ーの投入量でより多

量の産出量をもたらすような生産関数のシフトである。

だが生産関数のシフトは全くなんのインプットもなしに生じたわけで、はな

い。新古典派の生産の理論では技術進歩を天恵の慈雨の如く経済システムの

外部から与えられるものとして扱う傾向があった。しかし技術進歩はなんら

かの投入によってもたらされていることのほうが一般的で、ある。しかしここ

ではさしあたり国民所得の増大への影響とか要素生産性の増大のような効果

によって技術変化を測定する立場にたって，他のさまざまな要因や概念上の

問題を捨象する。量的に測定できる問題に対象をしぼったにしても，技術進

歩の概念はまぎらわしい要素を含んでいるので，ここで若干の整理をしてお

こう。

ソーノレター [384J は， 技術変化に影響を与える要因を 4つに区別し， そ

れぞれの尺度を示している。その 4っとは，①生産関数のシフト，②生産関

数の型の変化，③等量曲線の勾配，④要素の相対価格の変化である，④は①

~③から独立であるが，これらが相互に関連し合って技術の変化が生じる。

その中で純粋に技術進歩と呼びうるものはどの部分かをはっきり分けねばな

らなし、。これら①~④は次の尺度で量的にあらわされる。①は技術進歩率，

②は技術の偏僑，③は代替の弾力性，④は相対価格の変位そのものが尺度と

なる。
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さて，技術進歩を「同ーのインプットでより多量のアウトプットをもたら

すような生産関数のシフト」と定義しでも，ある時点と他の時点の変化を比

較した場合に，①~④の変化の結果がすべてあらわれる。したがって純粋の

技術進歩は，概念上明確に区別しておかねばならなL、。ソーノレターは等量曲

線を用いてこれらを説明する。

同ーのインプットでより多量のアウトプットをもたらすということは，物

的生産性の上昇を意味していることであるが，生産性の動きを決定する純粋

に技術的影響一一技術進歩，不均等な要素節約に向かう片寄り，代替の弾力

性一ーを分離するためには，相対価格の変化にともなう要素代替の効果を除

去する必要がある。そのためには相対価格を一定とした場合にどんな技術の

変化が起こるかを明らかにしなければならなし、。これは図 lで示される。図

1における平行線 X'ny'n とどn十1y' n + 1 の勾配は n時点での要素相対価

格 (gn/ W n) をあらわしており， この直線の位置は総単位当り費用を反映

する。し、し、かえれば予算線に相当している。 x"ny"n と X"n+ly"n十1 は，

n+l時点の要素相対価格を示している。 E'nと E'n十 1 はn時点での要素

疋k
χ¥tl 

。
f?¥. 
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価格比のもとでの最小費用をもたらす要素結合比率を示しており， E

E"n十叶1 は n+l時点でで、の要素価格比のもとで、の最小費用をもたらす要素

結合比率でで、ある。技術進歩は生産関数の原点に向かうシフトの率千、示され

る。投入要素の組み合わせは n時点での価格のままであれば E'nから

E'n+ 1へと変わるし n+l時点の要素価格比であれば， EFfnから E"n+l

へと変わる。もしE'nから Eぺ1+1へ変化していれば，それは技術進歩の効

果と要素の相対価格の変化の効果が総合されてあらわれていることになる。

かくてソーノレターによれば，次のようになる。

rl時点、から他の時点にいたる技術進歩の程度は，各時期の技術が要素価

格を一定としたときに単位当り費用を最小にする場合の，総単位費用の相対

的変化で規定され，それをもって測定される。」

相対価格の変化の効果を取り除くということは，ある意、味で物価変動を除

去して量的変化を解く指数問題の解法にも似ている。もし n時点の要素価格

比を比較のために用いるとすれば，技術進歩率 T'は， X'nY' n から xfn十1

y'n+ 1へのシフト率であるから，これは次のようになる。

T'= 
1jn +lwn+K'n+ Ign 

L'~Wn+K'ngn 

この測定は初めの時点の要素価格にもとづいているので，ラスパイレス指数

の測定に照応する。 n+l時点の要素価格にもとづいて測定するなら，それ

はパーシェ式に照応するのであり， X"lYヘから X"2y"2へのシフトを測定

することになる。

TFF LFFn+1WEE+1+KFfn+1gn+1 
一一 L"nWn+l+K"ngn+l 

もし技術進歩を連続的に生起するものとするなら，任意の時点での技術進歩

率は次のように示される。

d L . d k 
一一----~

Tr= d t 
..， 

d t
司

Lw十 K g

この定義の特徴は第 1に技術進歩率を実質費用の節約率で示しているこ

と，第2は技術進歩の純粋に技術的な特性をあらわしていることである。要
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素価格比と限界生産力比が等しいと L、う条件をいれると，

dL dQ ， dK dQ  

d t dL d t dK 
dQ  'TT  dQ  L一一一一+K一一-d L .~. d K 

Tr= 

となる。

次の問題は，偏僑の測定である。「労働節約的あるいは資本節約的偏侍は，

相対価格が一定であるとき，労働単位当り資本の相対的変化によって測られ

る。」

図 1に即していうなら， この偏傍の度合いDは次のように示される。

基準時点の相対価格にもとづいて(ラスパイラス式に対して〉

D'= 
K'n+ 1 /.L' n十1

K'n / L'n 

比較時点の相対価格にもとづいて(パーシェ式に対して〉

D" K11 n + 1 / L" n + 1 

K"n /L"n 

となる。連続的過程としてとらえるなら

Dr= 
d CK/ L) 

d t 

D'あるいは D"が 1より大ならば技術進歩は労働節約的偏僑をもち，

小ならば資本節約的となり， これが 1なら中立的である。

1より

技術進歩の特性に関して重要なもう一つの問題点は代替の弾力性である。

σ= 
d CK / L) 
K/L 

_7_ 
d 7 

ただし
dQ  I d Q  w 

7=~/ ーす玄一 g

以上をまとめると，技術進歩の特徴を示す 3つの尺度は次のとおりである。

Tr= 

Dr= 

dL ___. dK_ 
- … -

d 

d t . d t ~ 

Lw+Kg 

CK / L) 
d t 

L 
K 

-・・・・(1)

.........・・・・・・(2)
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σ d (K / L)一j~ (号 Jw〉…… H ・H ・..................・ H ・..…(3)
KiL g j w  

要素の相対価格が不変の場合に生産関数のシフトによって生じる LとKの変

イじを添字 tで示す。また相対価格の変化によってもたらされる LとKの変化

は添字 sで示す。

(1)と(2)から，

(す干) --l-=TF-DF t L ~，~， 

Kg 
Lw十 Kg

πKg  とする。これは総費用中に占める資本費用の割合である。
L十 Kg

(す干)t .士=T r - D r 7!" ............................................ '(4) 

要素相対価格が不変の場合，技術進歩によって生ずる Lの変化は，技術進歩

率から資本費用の比重と技術の偏傍度の積を差し引いたものに等しい。偏僑

のない中立的技術進歩の場合は，技術進歩率から資本費の比重を差し引いた

ものに等しL、。

I d K 、 1
同様に(1)と(2)から(一γ一) ・ について解くと次のようになる。

¥d  t I t K 

一一一) ・ 十=Tr十 Dr (1一 π)... .，. ... ... ... ... ... ... ... ..， "'(5) (iF-
相対価格の変化に応ずる LとKの変化は， (3)を拡張して簡単にすると

d (g / w) 
(d L) s=町L~τザL

(す干)s・士=σπ d JT/w〉-f (6) 

同様に

(す千) l 
s .~σ (1-π) 

d (w / g) 
」ニ~・←元一…….....・H ・ (7)

となる。

LやKのトータノレの変化は，純然たる生産関係のシフトにともなう変化

と，曲線上の移動にともなう変化の合成であるから Lの総変化は(4)と(6)の
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合計である。

dL 1 dL ¥ 
d t ・-y-=¥ciτ-)色 -士+(寸干)s 

1 

L 

d (g j w) 
=Tr-Dr'ir十σ" τt ・一子

301 (301) 

d K 1 d (w I g) 
同様に一一一一・一一=Tr+Dr(1一π) +σ (1一的 ・一一

dt K 

Trは技術進歩率 Drは偏侍度， πは総費用に占める資本費用の割合で， σ

は代替の弾力性，(gjw) l'は相対価格の変化率である。技術進歩にともなう

K， Lの変化率は，これらの要因によって示される。 K，Lの変化に影響を

与えるのは，第 1に技術進歩率 Tr，第 2V乙片寄りの効果 Dr，第 3に代替

効果 σπ (gjw)r である。

以上の如く，主としてソールタ- [384J にしたがって技術進歩に関連す

る性質を概念上区分して示した。

2. 生産性の指標

前節で述べた生産性上昇率は実質費用の節約率として示されたが，実際に

生産性を測定する場合には，かなり複雑な要因が含まれる。ある時期，生産

性を特定の要素の生産性一一通常は労働生産性一ーのみをもって測るという

ことが行なわれたが，現在では，総要素生産性 totalfactor productivityの

動きをもって測るのがふつうである。生産性をPであらわすと，

Q 
P= …・・・・・・………………ι・・・・……………・・・… (2-1) 

日L十sK

Qは産出量の指標， L， Kはそれぞれ労働，資本の指標であり，臼は，基準

時点における労働分配率，。は同じく資本の分配率であるoa+s=l，産出

量を従属変数とすると生産性は生産関数のパラメーター Pによってあらわさ

れる。

Q=PLaK，9・・・…………… -・・・………・・・………・・・・・・・・ ……… ( 2-2) 

この変化率は
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P 一三L…N

P Q 

(よ
P P 

K 1 d K ¥ 
K K d t I 

s .................................... (2-3) 
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ーが，前節における Tr繍応ずることは容易にわかる。併における技

術進歩の指擦は次の式から得られるo

(" .dP(t)) P (士十 l)=P(t) 11十 一一一1..……ー… (2 4) lA' P(t)) 

生産関数それ屈身はミク口経済学的概念である。たとえば生産過援におけ

る資本と労働の技術的な代替に関することなどは完全にミクロ的関係であ

マクロ的主主主主性上昇率の測定に際して生ずる。総主要素生鑑性の離

念な患いて集計的な技術進歩率を額ることは多くの掘難を含む。それ拭オミと

して投入， の呉質性;による。

については，たと る

うはまだ問題が少ないが，投入

され， コストも生産性も奥なる資本

射についてどのような集計が，認可能かといった間難な開題がある。 このよう

な儀々の生産関数を築計的生産欝数にもって行くのに，もちいられる分配ル

ーノレ distribution註1rule は， ~良界翻生産物ニヱ儲格と Lイ完全競争の仮定

に基礎をおいている。この仮定のもとで，投入と産出の成長率はトータルの

中でのそれぞれのシェアによってウエイトされる。このようにしてできる指

ソロー (430Jやジ a )レゲンソンとグヲ Pカス (221]が用いているO

総喪素生産性の綴iきの測定においては多くの誤りがあるが，それについて

はジョルゲンソンとグザジカスが詳しく取り上げている。ジョノレゲンソンと

グリリカスは，これらの誤差を除去して生産投上昇率を計測した結果， 1945 

…部年の期間に総生産性上昇率は，遠出畿の成長率47帯 6%にくらべてきわめ

て小さく， 3.3%に過ぎなかった。これ法，技術進歩の貫隊震が庇擬鈴に多

いという結論を出したソ戸ーとは全く対照的である。
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3. 技術進歩の分類

技術進歩の分類は通常ヒックス [193J の分類とハロッド [187J の分類が

用いられている。ヒックスは，要素比率一定のもとで要素の限界生産力を等

しく増大させるような発明を中立的発明と定義した。ハロッドはうflJ子率を一

定に保ちながら資本産出比率を不変に保つ技術進歩を中立的と呼んだ。労働

節約的，資本節約的の区別はこの中立性の定義を基準になされる。

マクロのー財モデルの文脈においては，この二つの定義は労働と資本の代

替の弾力性が等しい特殊なケースにおいてのみ，あるいは換言すれば生産関

数がコブ・ダグラス型の場合においてのみ一致する。

二つの定義は異なった目的のために提起されたものである。ハロッドは中

立性の定義を均衡成長理論の展開にとって便利であるが故に用いた。ヒック

スは，主として分配率が長期的に安定であることを説明するために提起した

のである。彼の命題は互いに相殺し合う二つの傾向があるということを示し

ている。すなわち一方で、は労払ι比しての資本の蓄積は労働の分け前に対す

る資本の分け前を減少させる傾向にあるが，他方では，資本に比しての労働

の価格の上昇は労働節約的偏侍をもった発明を誘発する傾向にあり，かくて

労働の相対的分け前を減少させる。このような分配との関連を論じたものに

は，フェノレナー [132Jがあり，おなじくフェルナー [129J は，要素の相対

的稀少性と誘発された技術の関係を論じている。また相対的分け前の動きに

ついてはクレイビス [250J やプァインスタイン [125J の実証研究がある。

いずれにしろ，技術進歩の分類問題は元来成長と技術進歩の関係，分配と

技術進歩の関係について論ずる中で生じてきた。しかし1960年代の議論は，

ミード [306J が新古典派成長理論においてハロッド的中立性とヒックス的

中立性を位置づけて以来，均衡成長の条件として技術進歩の性格づけが与え

られるようになったといえる。それとともに，雇用や分配に与える効果とい

う問題の側面は，やや後退した感がある O

実証研究のレベルにおいては基本的な困難性は生産関数に泊った動きと生
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皇室関数のシフトとな1K7JIJすることにある。これは劉 lの等量的線を用いた議

、ても替えるが，技術進歩が中立的勺手字体化的ならばこのような闘難

ト主性Lじなし、。

しかし，技術進歩が資本集約度のよ外をともなっていたり，資本塁せに体化

活れて生ずる場合には，関 1における生態関数の僚点への平行移動だけ

}JIJし抽出することはむずかしくなる。陸之は，横軸に資本集約度k

縦軸に労轍生産性をとっている。 1 ら2時点にかけて生産性はわか

らわに上芥しているとしても，それは k1 からしへの資本築約度の上昇

と，純粋の技術進歩との合成効畏である。もし第 l時点で技術進歩の効果が

あったと考えれば L から El1 ヘ，そして，資本議積にともなって EI
2ヘ

シフトしたと考えられるし 2時点で技術進歩が生じたものとすれば E1

から E2 へそしてへとシフトずる。

労働にくらべて資本が相対的に蓄稜議れる傾向は資本殿髄格な労働の価格

よりも格対的に低下させG額向な伴なう O 結果として技術進歩が炎本財部門

自体に生ずる。資本集約度増大のうちどこまでが相対種絡の変化にともなう

子
E与

s オセl 長講 こえ
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ものか，またどこまでが技術変化の労働節約的偏僑によるものか，これが問

題である。

1節で展開したソーノレターの議論 [384J は， この問題を全面的に取り扱

ったものであり， ソーノレターは，結局中立的技術進歩が妥当性のある仮定で

あると結論している。彼はヒックスの定義にほぼ近い分類法を用いた。彼の

場合は，ヒックスが所与の要素比率のもとで要素の限界生産力の動きを比較

したのに対して， ソーノレターは逆に，所与の限界生産物のもとで要素比率に

与える効果を論じている。

ソーノレターは，ハロッドの中立性の定義については，集計的分析に対して

は適切であるがしかし個々の産業分析に対しては適切で、はないと述べてい

る。その理由はこうである。ハロッドの定義一一利子率一定のもとで資本係

数不変一ーは，技術進歩率，偏僑，代替，の 3つの効果の紹λぇ合わせであ

る。そこには二つの重要な可能性がある。第 lは技術進歩が，資本の節約を

全くもたらさず，要素価格が不変でも資本の生産性が一定であるというよう

な，強し、労働節約的偏僚をもっている場合，第 2は，資本財産業における技

術進歩のため労働に比較して資本財が安くなることによって代替が生じ，技

術進歩による資本節約の絶対量をちょうどよく相殺して，資本の生産性が利

子率とともに不変に保たれるというような場合である。たとえば，技術進歩

が消費財と生産財との両方の部門で片寄りがなければ，賃金に比較しての資

本財の低廉化は，労働に対する資本設備の代替を促す。もしもその正味の結

果が資本の生産性を不変にとどめるならば，そのときの技術進歩はハロッド

の意味において中立的である。新知識によって直接的に達成された資本の節

約が，資本財の生産における技術進歩の間接的効果によって相殺される。か

くてハロッドの定義は，本質的には全体としての経済の技術変化の正味の結

果に関するものである。 L、し、かえれば各産業の技術進歩と，資本財の低廉化

によって促進された付随的な代替との正味の結果である。

以上がソーノレターによるハロッドの中立性の意味である。ソールターはハ

ロッドの定義にしたがうなら各産業における技術進歩の直接的効果と，資本
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財の低露量化さと通して働く摺接的効糸とが庶務uできなくなると Lづ。しかし技

術進歩のぺ…スは各産業ごとに違っている。それに対して資本財の低廉化法

あらゆる建築におよぶ。

ソ…fレタ…の重要な資献の一つは建築レベノレでの技術進歩の計測を行なっ

たことである。彼はイギジスの部産業，アメヲコ告の23産業について分析した

次のように結論した。産業簡における労働生漆性上昇率の差は，純幹

と，より重要であるが，態業開で奥なるや立的技術進歩，との結

果である，というのである。

ケネディ (238J は，発拐の投質が中立的であるということと，マグ静的

にみて関民経済全体として技術進歩がや立的であるということを区別してい

る。これはハロッドの中立役の機;念を吟味する退裂で展開された議論である

この議論もソ…/レターの直接効果と罷接効果の関連に顛認している。も

し資本財部門で中立的発現が行なわれると，資本節約的効果を波及するか

ら，消費財部門においては資本使用的技術の採用によって拐殺しなければ，

経済全体として中立的とはならなし、このように技術進歩は，個々の産業レ

ベルの技術進歩の性、格と国民経済全体の資本主義出比率や分配率の間に，産業

間の波及関係を媒介にした隣接的効果合伴なうのであり，経済成長と技術進

歩の関係を諭ずる しても，産業ごとにディスアグリゲートした場合と，

マク口 との間にli't:I離があることは住意、せねばならない。

4. 最近視〉研究の動指

以上みてきた問題点以外に，生産関数，技術滋歩をめぐ、る重裂な論点とし

ては，技術進歩の鶏条に関連していうなら， CE S生産関数の諸発以来論じ

られている代替の弾力性をめぐる議論，資本の総定時題，体化された技術進

ラーニング等があるo tt替の弾力性については，ケンドヲックと佐藤

(237Jの実統研究が注討される。 CES生産関数の実誌についてはナ…口ブ

(327Jの展望論文があるが，その他特に際立った研究としてはブァーグソン
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[134J [135J [136Jを挙げることができる。

資本の測定問題は，もともと異質な資本財をどのように集計するかという

ことからも生じている。ヴィンテージモデルはその問題に対する一つの解答

である。この問題についてはロビンソンに代表されるUKケンブリッジの側

から新古典派に対して批判が出され，それに対してアメリカの新古典派の最

も代表的な人々から答えるというかたちで議論がすすんできた。ロビンソン

[371Jは一方の代表的なものであり，他方ではソロー [435J [436J が代表

的なものである。

体化された技術進歩の問題一一体化仮説一ーについても，新古典派の単純

な仮定に対する批判的見解は，むしろイギリス側から出ているのは興味深

い。カノレドア (224J は，生産関数のシフトと生産関数に沿った動きとを分

離することができないという考え方から生産関数の代りに，資本蓄積率と産

出量の成長率との関係を示す技術進歩関数を用いた。

体化された技術進歩を成長モテソレに結ひ、つける理論は技術進歩を投資率の

関数とするカノレアドの議論 [224Jやソロー [433J の議論，投資の変化率と

結びつけるカルドア・ミロー [228J，投資の累積量と結びつけるアローのラ

ーニング・パイ・ドヮーイング [15J，等が代表的である。アロー [15J は

極端なケースである。しかしいずれにしろ，なんらかの工夫が体化仮説の提

示の中で示されていることは明らかである。

技術進歩をめぐる最近の研究のもう一つの動向は，技術知識それ自身の進

歩を論ずるものである。これは技術進歩の純粋理論というよりは，研究開発

投資の実態，研究開発と産業組織の関係等を論じているもので，この分野の

目立った研究としては，マンスフィールド [285J 白86J (288J (289Jロ90J

等の数多くの業績や，シュムークラー r404J (406J [407J [408J [409J な

どがあるo

以上，技術進歩に関する議論の問題点をひととおり展望したが，本稿はあ

くまでも文献目録の提示に主眼があるので，これ以上の立ちいった議論は別

の機会にゆずりたい。
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1) C. Kennedy and A. P. Thirlw.all (244J p. 12参照。

2) 資本の生産性が一定ということは，すなわち資本産出比率一定ということであ

り，しかも要素価格不変(利子率不変〉であるからハロッドの意味で中立的とな

る。
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